
     

必要性の話 

副校長  伊藤 貴紀  

「必要性」についてのお話を二つ書かせて頂こうと思います。一つ目は、「特別の教科 

道徳」についてのお話です。「特別の教科 道徳」が小学校で全面実施されてから、数年

の月日が経ちました。私は、副校長になる前に、道徳の研究に長く携わってきました。私

が道徳を子供たちに教える中で、大切にしてきたことがあります。まず、「課題を他人事

ではなく自分自身の問題として捉える」ということです。教材を「お話の中のことだか

ら」「自分とは関係ない」ではなく、自分だったらどう考えるか、どのように行動するか

を真剣に考えることこそが重要なのです。次に、「自分自身の心と向き合う」ことです。

教材を自分の心や考えを映す鏡とし、自分の内面を映し出すのです。自分の内面をのぞく

ことは容易なことではありません。人間は弱く、自分勝手な気持ち、卑怯な気持ち等、で

きれば見たくない一面を誰しもが抱えています。子供たちは、学習を進める中で悩み、迷

います。例えば、いじめの問題を教材としたときに、「本当に自分はいじめを止めること

ができるだろうか。自分もいじめられるのが怖い」「たぶん、止める一言を言うことがで

きないと思う」のように、弱い自分と向き合うことになります。その葛藤を乗り越えて、

昨日の自分よりちょっぴりだけ強くなろう、優しくなろうという思いをもってもらいたい

のです。人間はたった一時間の授業で別人のように変わることはありません。しかし、道

徳で学んだことは自分にとって必要性があると考えることで、「よりよく生きる」ことを

少しずつ実現させることができると思います。これから先、何かの折に「そういえばこん

なことを道徳の時間に勉強したな」と思い出してくれたら幸いです。 

必要性の話② 

 私の家には「たんげ」という猫が住んでいます。式根島という島で出会い、東京にやっ

てきました。「たんげ」は SNS で話題になるようなかわいいポーズをとったり、珍しい芸が

できたりするわけではなく、極々普通の猫です。しかし、「たんげ」にはたった一つの特技

があります。それは、クローゼットにかけてある衣類にジャンプして飛びつき、引っ張っ

て床に落とすというものです。これには「たんげ」なりの必要性がある行為なのです。 

 式根島に住んでいたころ、私は銛を使って魚を捕り、おかずにしたりたんげのご飯にし

たりしていました。２月の、式根島には珍しい雪の降る日曜日、私は「今日は銛突きは無

理だな」と考えながら外を眺めていました。すると、隣の部屋から、どさっと何かが床に

落ちる音が聞こえ、続いてずるずるとそれを引きずる音が近づいてきます。「たんげ」でし

た。私が海に潜るときに着るウェットスーツをハンガーから引きずり下ろし、重いのを我

慢して私のところまで運んできたのです。私の足元にウェットスーツを置くと、正座して

私の目をまっすぐに見つめました。「たんげ」の頭の中は、「このゴムでできた服を着てい

るとパパは魚を持ってくる」⇒「頑張ってパパのもとに届ける」⇒「今夜はお刺身」とい

う図式が出来上がっているようでした。「たんげ」なりの必要性が、この唯一の技を身に付

けさせたのです。もちろん、この後寒いのを我慢して銛突きに行き、魚を「たんげ」にプ

レゼントしました。青梅には海がありませんが、今でも「たんげ」は週末になるとウェッ

トスーツを運んできます。そのたびに、ついついスーパーでお刺身を買うことになってし

まうのです。 
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○保護者会についてのお願い 
   

今月の 5 日（火）に中学年、6 日（水）に高学年、7 日（木）に低学年の保護者会が開催

されます。子供たちの日頃の頑張りをお伝えしたり、学校とご家庭双方の情報交換の場にし

たりと有意義な時間にしていきたいと考えています。保護者の皆様におかれましては、お忙

しいこととは存じますが、是非御来校いただきますようお願い申し上げます。 

なお、下校後、子供だけを学校内に残すことはできません。安全の確保のためにもご理解・

ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

 〇１月９日（火）３学期始業式 
・特別時程 ・４時間授業（給食なし １２：１０頃下校） ・エールウィーク始 

 〇１月１０日（水） 

  ・給食始 ・元気アップ週間始 


